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夢　舞　台
～ロンドンオリンピック～

都留文科大学職員　

佐野夢加　

　2012 年夏。私の夢・目標であったロンド

ンオリンピックが幕を開けそして幕を閉じま

した。振り返ってみると長かったような短

かったような不思議な感覚でいます。ロンド

ンオリンピックが終わり、数日が経った今、

私から皆様にこの場をかりて感謝の気持ちを

伝えさせていただきます。

　私がこの大舞台に立てたことは自分を支え

てくださる全ての皆様のおかげです。

　私にとって都留文科大学とは陸上競技だけ

でなく、人として成長させてくれた場所です。

特に特別な事をしてきたわけではなく、今あ

る自分の環境の中で精一杯の事をしてきた結

果だと思っています。そこには多くの人との

関わりがあり、応援があり、そして支えがあ

りました。だからこそ、ここまで続けてくる

ことができ、ロンドンオリンピックという舞

台を夢みて目指すことが出来ました。

　恩師である麻場先生が成し遂げられなかっ

たオリンピック出場は、私がすると心に決め

ていました。これこそが私の出来る最大の目

標となりました。大学に入学して 9 年間共に

歩んできた先生が口にしていた「先生を超え

オリンピックスタジアム

ロンドンオリンピック

　平成 24 年７月 27 日～８月 12 日、イギリスに

おいてロンドンオリンピック（第 30 回夏季オリ

ンピック）が開催され、世界中（204 の国と地域）

から約 11,000 人が参加し、26 競技 302 種目で世

界最高峰の熱戦が繰り広げられました。

　本学からは職員の佐野夢加さんが48年ぶりの出

場となる４×100ｍリレーのアンカーとして、また、

初等教育学科 麻場一徳教授がナショナルチームの

コーチとして参加しました。
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る選手になってほしい」

という言葉が、ここに

きて私を大きく成長さ

せてくれました。「ただ

走ることが楽しかった」

小学生時代の素直な気

持ちが、私の背中を押

してくれました。最後

は初心の気持ちに戻る

のだなと私は感じまし

た。

　競技を始めて 19 年。今まで

支えてくださった全ての方に

オリンピックを身近に感じて

もらえ、自分が走ることで誰

かに勇気や希望を与えられて

いたら、これほど嬉しい事は

ありません。本気でやれば絶

対できる事を証明したかった

し本気を伝えたかった。

　後輩たちには大学での 4 年

間を悔いのない時間にしてもらいたいと思い

ます。本気でやった結

果には、きっと悔いは

残らないと私は思って

います。夢や目標に向

かってここまで競技を

させてもらえたことに

感謝し、これからの生

活を送っていきたいと

思います。

　都留文科大学に関わ

るすべての皆様、本当に応援ありがとうござ

いました。

ロンドンオリンピック特集

オリンピックスタジアム内の様子

レース直前の様子

主な競技成績など

山梨県記録（女子 100 ｍ）保持　11 秒 59

　【平成 22 年 4 月　織田記念】

国民体育大会 10 回連続出場

平成21年７月　日本ＧＰ南部忠平記念陸上競技大会　

100 ｍ優勝

平成22年５月　東日本実業団選手権大会　100 ｍ優勝

平成22年９月　ＩＡＡＦコンチネンタルカップアジア・

オセアニア代表　4 × 100 ｍリレー出場

〃　　　　全日本実業団選手権大会　100 ｍ優勝

平成22年11月　広州アジア大会日本代表　４× 100 ｍリ

レー出場

平成24年８月　ロンドンオリンピック 4 × 100 ｍリレー

にアンカーとして出場

佐野夢加プロフィール

山梨県富士川町生まれ、都留文科大学職員陸上競技部に所属

町立増穂中学校 → 駿台甲府高等学校 → 都留文科大学

平成 20 年 3 月に本学文学部初等教育学科を卒業、4 月より総務課職員（現在に至る）

力走する佐野選手
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ロンドンオリンピック特集

都留市長への報告

壮行会の様子

本部棟への応援横断幕！

学内観戦応援会

（午前３時頃）

一日警察署長として、広報活動にも活躍

学内壮行会にて

理事長へオリンピックの報告
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ロンドンオリンピック特集

ロンドンオリンピック

都留文科大学　　　

陸上競技部　監督　

麻場一徳　

　８月９日、ロンドンオリン

ピックスタジアムにおいて

８万人の大観衆の中、佐野夢

加が陸上女子 4 × 100 ｍ日

本リレーチームのアンカーと

してトラックを駆け抜けまし

た。本学陸上競技部関係者に

とっては、まさに夢の舞台と

なりました。

　この間、大学関係者の皆さ

まには、物心両面からの多大

なるご支援、本当にありがと

うございました。多くの人た

ちの応援があったからこそ、

佐野はここまで来ることがで

きました。本人も、皆さんに

喜んでいただけたことが一番

だと思っております。

　私が指導者を志すにあたっ

て大きな目標を掲げたことを

思い出します。「自分を超え

る競技者を育てたい」と思っ

て指導者人生をスタートさせ

ました。自分を超えたかどう

かを自分自身で判断すること

は難しいですが、少なくと

も、自分が競技者として達成

できなかったオリンピック出

場を、彼女が果たしてくれた

ことに大きな喜びを感じてい

ます。

　また、日本女子短距離チー

ムのリーダーとしてチームを

預かって５年、このロンドン

オリンピックをナショナル

チームの指導者としての集大

成と考えていただけに、その

舞台に二人で参加できたこと

には大きな感慨があります。

日本リレーチーム自体の結果

は決して良くありませんでし

たが、これをきっかけにして

今後日本の女子スプリンター

が世界を舞台に戦っていく姿

を楽しみにしたいと思いま

す。

　オリンピック選手が出まし

たが、本学陸上競技部の活動

方針が変わることはありませ

ん。「日々全力疾走」をモッ

トーに、全員が伸びる集団を

目指していきたいと思いま

す。そして、常に感謝の気持

ちを忘れず、社会に貢献でき

る人間づくりを、陸上競技を

通して実現していきたいと

思っております。

　今後とも、ご指導、ご支援

のほど、よろしくお願い申し

上げます。　

スタート指導の様子

陸上部のみんなと記念撮影
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　私と専攻の仲間は「アート

巣箱をつくろう」に、企画・

運営スタッフとして参加しま

した。数ヶ月前から準備は始

まり、専攻生総動員で 150

個以上の巣箱を組み立てまし

た。作品は巣箱として機能す

ることがテーマであったた

め、「だれが作った巣箱にい

ち早く鳥が住むか」など、作

業中の会話が弾み、楽しく準

備を行うことができました。

また、我々も事前に試作とし

て巣箱に絵を描いてみまし

た。気がつくと、子どもの頃

いたずらで家の壁や床に絵を

描いて遊んでいたような感覚

になり、夢中になりました。

普段は、制作の前にスケッチ

などで案をまとめるのです

が、今回は、直感的なイメー

ジと感覚で制作した為か、い

つもとは違った良さのある作

品になったと思います。「アー

ト巣箱をつくろう」当日は、

予想以上の多くの方にご参

加頂きまし

た。子ども

たちも保護

者の方たち

も、とても

楽しそうに

制作してい

る様子が印

象的で、嬉

しく思いま

した。子ど

もたちは勿

論、大人も

子どもに負けじと、熱心に制

作していました。普段、親子

で一緒に制作するという機会

は、あまり無いことだと思い

ます。大人が子どもたちと同

じ気持ちで、楽しみながら制

作していたことが子どもたち

に伝わり、良い影響を与えて

いたと思いました。完成した

作品はどれも個性豊かで、一

生懸命作った様子が見てと

れ、とても見応えがありまし

た。美術館での展示では、私

自身の作品も有名な作家の作

品と同じ建物の中に展示され

たこと、そして多くの方々に

見ていただけたことなど、貴

重な体験となりました。また、

子どもたちにとっても、たい

へん良い経験になったと思い

ます。そして、作品は完成し

て終わりではなく、他の参加

者の作品と一緒に展示するこ

とにより、今後の制作に向け

ての自信や目標に繋がってい

くことを改めて実感しまし

た。今回の制作・展示を通し

て子どもたちも、私のように

美術館のよさや展示の楽しさ

に気付いてくれればよいと思

いました。

　これまで美術教室では、地域と連携した子どものた

めの取り組みを模索してきました。本年度 7 月 15 日

にその第一弾として、ワークショップ「アート巣箱を

つくろう」を美術棟で開催しました。ここで制作され

た作品は、山梨県立美術館の「とびだせ美術館！アー

トの種まきワークショップ」の中に展示されました。

そこで我々教員と関わった学生で、その成果を確認す

るために、夏休みを利用して県立美術館を訪れました。

山梨県立美術館見学

初等教育学科　

美術教室教授　

鳥原正敏

夏季休業を利用して

学外で学ぶ

初等教育学科美術専攻４年　

　森　一平

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

山梨県立美術館にて
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　私たち国文学科近世資料文

書研究会の面々は、九月十二

日から十五日にかけての四日

間、奈良県で合宿を行いまし

た。目的は、天理大学附属図

書館で研究会の資料を収集す

ることです。

　近世資料文書研究会では毎

年、ミュージアム都留での展示

会に協力させていただいてお

り、今年はテーマを「芭蕉と素

堂」に据え、昨年に引き続き山

口素堂の事を調査してきまし

た。山梨出身であり、芭蕉に生

涯を通じて大きな影響を与え

た素堂の文学観を解明しよう

と、夏休みの間も研究のために

楠元先生のご指導の下、日々研

究に励む毎日でした。

　天理大学附属図書館には、

綿屋文庫として俳諧関係の資

料が数多く保管されていま

す。今回の旅における主な作

業は、図書館に通って素堂の

詠んだ発句を、あらかじめ入

集の状態を確認しておいた

データをもとに、ひとつひと

つ手分けして確認していく作

業です。京都を経由し、奈良

県に二日間宿泊しながら、天

理図書館に通い、作業を勧め

ました。マイクロフィルムに

収められた版本の写真はもち

ろん、翻刻されていない崩し

字で書かれているので、読み

進めるだけでも未熟な我々に

は難儀な作業です。しかし、

日程的にも余裕がない中、先

生のご指導と、親切な天理大

学附属図書館の司書の方々の

おかげで、なんとか調査を終

えることができました。

　今回、国文学科の学生とし

て、生の資料に触れ、調査・

考察する機会を与えていただ

きましたことは大変な幸運で

あると感じています。学生の

身でありながら、これほどき

ちんとした調査を体験するこ

とは本来個人の裁量だけでは

不可能であり、先生のご指導

を受けながら「学び」とはい

かなるものであるかというこ

とを肌で実感した思いです。

　現在は調査した内容から、

冬の展示に向けてさらに考察

を深め、実際的な作業を進め

ている最中です。並行して、

素堂の発句の解説書である馬

場錦江著『白蓮集解説』も、

研究生たちの間で読み進め、

翻刻を試みています。

　今年度で楠元先生が御退官

されるため、今回の展示が甲

州俳諧展を行う最後の機会に

なるかもしれません。近世資

料文書研究会の先輩方から連

綿と引き継がれてきた展示

も、いわば今年がフィナーレ

となるわけで、かける意気込

みはひとしおです。今年も、

ポスターやチラシ、展示の具

体などは、学生たちで話し合

いながら作り上げたものなの

で、是非ともこの展示を成功

させ、有終の美を飾れるよう

研究生一同、努力していきた

いと考えております。

　今夏、学生数人と天理大学附属図書館へ資料探訪の研修に出か

けた。九月中旬の三泊四日という短い期間ながら、学生さんたち

にとっては、貴重な体験になったのではないかと思っている。

　この研修は、ミュージアム都留で年末から一月にかけて挙行さ

れる、「甲州俳諧展」に関する調査を主眼としている。今年は「芭

蕉と素堂」のテーマで開催されるのだが、主に素堂に関する調査

を中心とした。なお、本研修は、大学から支給される重点研究の

予算で処理されたことをおことわりしておく。単なる観光ではな

い資料調査ということなので、学生さんたちは悪戦苦闘したこと

と思うが、膨大な貴重書を所蔵する天理大学附属図書館での経験

は、有意義なものになったことと信じている。

学外研修

国文学科教授　

楠元六男

近世資料文書研究会に

参加して

国文学科４年　草苅友恵

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

調査した資料
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　私はこの夏休みに、カンボジア

のプノンペンとシェムリアップを

訪れました。今回の旅の目的は二

つで、一つ目は、ベトナム戦争・

カンボジア戦争の頃のポルポト政

権が残した過去を知り、平和につ

いて考えること。二つ目は、アン

コール王朝繁栄の地シェムリアッ

プを訪れて、荘厳なアジアの文化

を見ることです。

　まず訪れたのはプノンペン

で、そこでは、ポルポト政権

時代の傷跡が残されたキリン

グフィールド (killing field) や

トゥールスレン拘置所を訪れま

した。拘置所には多くの犠牲者

の写真が残されており、同じ民

族をどうしてここまで悲惨な方

法で殺すことができたのかと思

う事実ばかりでした。これらの

過去としっかり向き合い、この

世界で 2 度と繰り返してはいけ

ないことだと痛感しました。

　その日は、気持ちが落ち込んで

いましたが、うれしい一言をかけ

てもらった日でもありました。あ

る男性が、東日本大震災のことで

日本を心配して私に声をかけてく

れました。彼は、「まだまだ大変

だと思うけど、きっと乗り越えて

元気な日本になることを祈ってい

るよ」と話してくれました。この

言葉を聞いてとても嬉しかったこ

とと、もう少し自分が日本のため

にできることをやらなければとも

思いました。

　その後はシェムリアップを訪

れました。そこまでのバスは現

地の人たちばかりでほとんど英

語が通じなかったのですが、隣

の方がおやつを分けてくださっ

たり、道中にある有名な橋の話

をしてくださったりと、カンボ

ジアの方の温かい心に触れるこ

とができました。シェムリアッ

プに着くと、アンコール遺跡を

観光しました。遺跡のほとんど

は千年も昔に作られたとは思え

ないほど、現地の人々によって

丁寧に保存されていました。

　カンボジアの人たちは自分た

ちの国の特徴や魅力を知ってい

て、それをほかの国の人々にも

うまく発信しているなと感じた

旅でした。では日本のいいとこ

ろは何だろう、都留のいいとこ

ろは何だろうなどとも考える

きっかけになりました。そのい

いところ、その地にしかないも

のを多くの人に伝えていけるよ

うにしたいなと思いました。そ

して、ここには書ききれなかっ

たのですが、私が出会ったカン

ボジアの方々は、皆つらい過去

を乗り越え、とても温かくてお

おらかな人たちでした。コミュ

ニケーションをとることのおも

しろさをより一層感じ、もっと

英語の勉強あるいは他国の歴史

等を学び、刺激を受けるコミュ

ニケーションの機会が多く持て

るように努力しようと思いまし

た。今回初めてのアジア一人旅

でとても不安でしたが、周到な

準備をして出発したこともあ

り、現地の人や同じように旅を

している人など、素晴らしい

方々と出会うことができた素敵

な旅となりました。

　昨今、日本の若者は概して「内向き」で海外に出たがら

ない傾向にあると言われますが、個人レベルではその逆に、

積極的に外に出て意欲的に学ぶ学生も多いと感じます。海

外に出て学ぶ意味は、外国語を勉強すると同様に、自分の

文化やものの見方から解放されてより客観的に世界を見つ

め、自らを振り返る視点を育み、自己の成長につなげる機

会が得られることだと思います。事前の情報収集と調査を

十分したうえで計画をたて、安全で有意義な体験をしてく

れることを望みます。

個人での海外研修
体験談

英文学科准教授　

三浦幸子

夏季休業を利用して学外で学ぶ
～カンボジアの歴史と人々に触れて～

英文学科４年　徳山琴美

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

シェムリアップのアンコール・ワットにて

伝統舞踊アプサラダンスを見て



— 9 —

都留文科大学報 第 120 号

　私は今年、「フィールドワー

ク(FW)Ⅲ『福祉国家への旅』」

という科目を履修し、9 月

18 日～ 25 日までデンマー

クに行ってきました。ちょう

ど私が所属しているゼミでの

演習テーマも「デンマークと

福祉国家の研究」であったこ

とから、実際に現地を訪れて

実地調査ができる絶好の機会

だと思い参加を決めました。

ゼミや FW Ⅲ履修生との勉

強会を通して事前学習を行

い、デンマークの歴史や地理、

雇用、医療、福祉政策、教育、

政治などについての知識を深

めてから現地へ臨みました。

　FW では５団体（政府・労

働市場庁、経営者団体、労働

組合、与党青年部、生産学

校）への聞取り調査、労働博

物館・レジスタンス博物館の

見学、２軒の家庭訪問を行い

ました。

　デンマークに到着し、コペン

ハーゲンのまちを歩いてみる

と、頻繁に目に飛び込んでく

る光景は、男性が 1 人でベビー

カーを押している姿でした。男

性の育児参加については、家庭

訪問をした際にも実感しまし

た。２軒の家庭とも男性が育児

休暇を取得しており、育児に対

して積極的というより、むしろ

男性も育児をすることが当た

り前、という雰囲気が社会全体

でつくられているようにさえ

感じられました。

　生産学校は義務教育修了後

において、無業・失業中であっ

たり高校を中退したりした若

者を対象として「ものづくり」

にとりくんでいる、新しいタ

イプの学校でした。訪問した

際に素晴らしいと感じたこと

は、この生産学校では単に学

びや技術を身に付けるだけで

はなく、様々な活動を通じて

何かを成し遂げたという経験

を基に、自分自身に自信を与

える場としての役割も果たし

ているというところです。自

分に対してポジティブな感情

を持てるようにすることを、

第一に考えている点に感動し

ました。

　子育てがしやすい環境や学

校の役割から見えてきたこと

は、デンマークが人を育てる

ことをとても大切にしている

ということです。「世界幸福

度ランキング１位の国」たる

所以の一端が分かったような

気がしました。

　FW 中は、常に日本との違

いを実感していました。デン

マークの制度にも負の面が存

在することも確かです。しか

し、日本でも若者を支援する

体制がもっと整備されたり、

男性が育児に参加しやすい環

境が醸成されたなら、これか

らの生活が今よりもずっとポ

ジティブなものになると思い

ました。

　FW での経験を今後の学習

につなげ、考察をより一層深

めていきたいと思います。

　今年のフィールドワークⅢでは、デンマーク

を６泊８日で訪れた。デンマークは OECD 調査

（2011 年）で貧困率が最も少ないとされる先進

的な福祉国家のひとつである。今回のフィールド

ワークでは、現地での視察・聞き取り調査をとお

して、「福祉国家というもの」の理念と実態、それ

を可能にした歴史的・社会的諸要因を学び、これ

を日本社会の現実と比較することを目的とした。

「福祉国家」

デンマークの調査

社会学科教授　

進藤　兵

「福祉国家への旅」を

終えて

社会学科現代社会専攻　

３年　佐藤理恵

夏季休業を利用して学外で学ぶ学外で学ぶ

コペンハーゲン大学にて
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　今年の 8 月、私達はフィー

ルドワークで沖縄・石垣島の明

石集落を訪ねた。明石は石垣島

の北端にある小さな集落であ

り、毎年旧盆には「明石エイサー

祭」が開催される。比較文化学

科では、山本芳美先生の引率の

もと毎年参加しており、今回参

加したのは 1 年生 3 人、3 年生

4 人の計 8 人であった。28 日

に石垣島に赴いたのだが、島上

空に台風が停滞したために那覇

で一泊することになった。29

日から明石に入り、祭の翌日の

9 月 1 日まで滞在した。

　明石での滞在中は、先生から

様々な話を伺いながら集落の中

や浜辺を散策したり、小学校に

て創作エイサーを見学したり

で、4 日間はあっという間に過

ぎてしまった。夜には、地元の

方々に交じって伝統的なエイ

サーの練習にも参加した。特に

30 日と祭り当日の 31 日には、

会場の設営や食事の準備も手伝

わせていただき、その中で地元

の方々と交流する機会を持つこ

とができた。

　中でも一番記憶に残ったのは

「道ジュネー」というものだっ

た。 道 ジ ュ

ネー（道巡礼）

とは、青年が

エイサーを踊

りながら通り

を練り歩くも

ので、明石で

は 1997 年 頃

から途絶えて

いたところ、

今回晴れて復

活に至ったと

のことである。その数少ない女

性の踊り手の中に、私も含めた

文大生 4 名も加えていただい

た。祭りの当日は道の両側に見

物客が並ぶ中、200 ｍくらいの

道のりを踊りながら歩いた。練

習不足だったこともあり、緊張

や不安もたくさんあったが、そ

れでも終わる頃には気持ちが晴

れ、無性に楽しくなった。明石

集落の皆さんに、このような貴

重な機会をいただいたことを本

当に感謝したい。

　祭りでは会場である広場に多

くの人が集まり、子供エイサー

や大人エイサー、地元出身アー

ティストの演奏などが行われ、

最後には一般の方も交じって会

場全体でエイサーを踊った。大

盛況だった。

　今回の滞在をとおして、明石

の魅力は人々にあること、そし

て人の和の大切さ、温かさとい

うものを私は実感した。また行

きたいと思う。明石はそんな素

敵なところだった。 

　比較文化学科では、学外授業として毎年沖縄で

のフィールドワークを実施している。石垣島の明

石集落の「エイサー祭り」の前後に一週間程度滞

在し、フィールド調査の前提となる集落の立地把

握にはじまり、開拓に従事したお年寄りの聞き書

きのほか、農業体験、祭りのお手伝いをおこなっ

ている。当初は互いに不慣れでぎくしゃくした面

もあったが、次第に人々に温かく迎えられるよう

になった。今年は 9 年目を迎え、一際感慨深い。

石垣島での
フィールドワーク

比較文化学科准教授　

山本芳美

沖縄・石垣島の

フィールドワークに参加して

比較文化学科１年　佐々木郁音

エイサーの練習風景

エイサーの衣装で記念撮影
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教育実習報告

　私は９月３日から母校であ

る沖縄県の名護市立大宮小学

校で約１ヵ月間の実習を行わ

せていただきました。実習前

は、正直言ってすべてが不安

で仕方がありませんでした。

しかし、熱心に指導を行って

くださった先生方や、子ども

たちの笑顔に支えられて、学

びのあるとても充実した実習

期間を過ごすことができまし

た。

　学びの１つめとしては、授

業づくりを通じて得たものが

挙げられます。初めは緊張し

ていることを隠すので精いっ

ぱいなだけだった授業も、何

度か繰り返していくうちに少

しずつ慣れていきました。し

かし、実習授業の集大成とし

て行った研究授業（道

徳）を含め、授業づく

りに対しては多くの課

題が残りました。発問・

指示、時間配分、板書

方法といった点もそう

ですが、子ども一人ひ

とりが葛藤して自分の

答えを見つけ出すこと

ができるような授業を

するためには、授業者

が教材についての考え

を深め、子どもの実態

を把握しておくことが

大 切 だ と 痛 感 し ま し

た。これは大学でも学んでい

ましたが、実習で再確認する

ことができました。

　学びの２つめとして、生徒

指導に関して、子ども理解に

繋がる部分を学びました。友

達と仲良く遊んだり、喧嘩を

したり、悪さをしたり、叱ら

れたりと、登校する時から下

校する時まで、多くの喜怒哀

楽を見せる子どもたちを目に

しました。平穏とは言えない、

目まぐるしい毎日の生活の中

で、人との関わり方や、自分

自身のアイデンティティーを

見つけていくのが「学校」と

いう場所なのだろうと感じま

した。実習期間中は運動会の

時期とも重なっていたので、

練習・準備から当日までを通

して、子どもの成長と教師の

関わりを見ることもできまし

た。

　そして最後に、特に感じた

ことは現場の先生方の凄さで

す。徹底した教材研究や子ど

もの反応予想、臨機応変な対

応、家庭環境も育ち方も性格

も十人十色の子どもたち一人

ひとりに目を向けて接してい

る姿を見て、自分に足りない

力に気づき感化されました。

私は初めて教師の立場に立

ち、子ども全員の眼差しが向

けられることの責任の大きさ

を感じ、たくさんの難しさや

大変さ、多忙な学校現場の現

実を知りました。しかし教師

はその分、やりがいのある職

業だとも実感しました。私に

とって教育実習は悩んだこと

も失敗したこともすべて含め

て学びに繋がるものでした。

この実習で感じたことや学ん

だことをこれからの大学生活

や夢の実現に繋げていきたい

と思います。

教育実習を終えて

初等教育学科３年　比嘉光代

運動会の様子（5 年生ソーラン節）
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教育実習報告

　４週間の中学校での教育実

習期間は振り返ってみると

あっという間だったが、内容

の濃い充実した時間を過ごせ

たと感じる。今までとは違う

教員という立場で学校に行く

ことは、初めての経験と多く

の課題に向き合うということ

だった。大変なこともあった

が、同時にやりがいや楽しさ

も感じることができた。

　私が実習に行った期間は体

育祭の時期でもあったため、

生徒と関わる機会も多かっ

た。「生徒としっかり関係づ

くりが出来れば、授業で困っ

た時も生徒のほうから授業に

積極的になってきてくれる。」

これは、最初の頃に教務の先

生にいただいたアドバイスの

言葉である。生徒との関わり

方を模索し、教員として見ら

れる立場に慣れようとした前

半、授業を行う難しさを知

り、課題を発見した中盤、見

つけた課題の解決に努め、よ

り多くの生徒と関わろうと行

動した終盤と、実習が進むに

つれて考え方や視点が変化し

てきたのを感

じる。

　教員は授業

の内容を生徒

に教えるもの

だと実習前に

は考えていた

のだが、実習

を通して、授

業は生徒が進

めていくもの

教育実習報告

で、教員はその流れをサポー

トするものなのではないかと

感じられるようになった。学

校の主役は生徒自身であると

いうことを、今まで頭では理

解出来ていても実感してはい

なかった、実習を通して学ん

だことのひとつである。発問

の設定の仕方、生徒のコメン

トに対する受け答え、授業の

構成の仕方等、多くの課題が

見つかった。実習に行く前に

は具体的に考えられなかった

課題がひとつひとつ鮮明に

なったのは、生徒の反応や担

当していただいた実習校の先

生のアドバイスがあったから

である。生徒が自ら考えるよ

うな授業づくりは本当に難し

い。国語という教科に関して

も、ただ問題を解くだけでは

足りず、自分の勉強不足を痛

感した。だが、課題を発見出

来たということは、実習を通

して多くのことを学べた証拠

なのではないかとも感じる。

実習で得た経験を活かして

しっかり勉強していきたい。

教育実習反省

国文学科３年　加藤郁美

実習での授業の様子

グループワークでの指導
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教育実習報告

　今年、母校の高校で教育実習

を３週間させていただきまし

た。実習が始まり最初に感じた

ことは、教師という職業の大変

さでした。実習に来て初めて「教

わる」側ではなく「教える」側

の立場となり、先生方の授業を

見学させていただきました。当

たり前のように受けてきた授業

でしたが、教え方一つ、例文一

つ、板書一つまで計画が立てら

れており、教材研究が非常に大

切になることを感じました。教

科書やワークブックの中で、こ

こでは何を教えようとしている

のか、どの能力が身に付けばい

いのか、逆に、ここではこの能

力を求めているわけではない、

ということをしっかりと見極め

なければならないということが

分かりました。授業だけでなく、

朝の SHR や日常の生徒指導な

ど何気なくやっているように見

える先生方の行動でも、いざ自

分がやるとなるとそれすらも上

手にできず、先生方の対応の仕

方や叱り方なども学びたいと思

いました。

　様々な教科・先生の授業を見

学する中で共通して思ったこと

は、知識量を増やす必要がある

ということです。どの先生も豆

知識や＋αの情報、話を次々と

膨らませていく知識があり、聞

いていてとても楽しかったで

す。数学の先生が「教科書に沿っ

て教えていくだけなら、自分が

英語を教えることもできる。そ

れができないのは、英語の専門

の教員にしか教えられないこと

があるからだ。」と仰っていま

した。英語の教師として私にし

か教えられないことを見つけて

いきたいと思います。

　また、「教員が自信を持って

いなければ、生徒はついてこな

い。それは、生徒指導とも繋

がってくる。授業力は生徒指導

とイコールだ。授業ができない

先生の注意を生徒が聞くわけが

ない」という話をしてくださっ

た先生もいました。この話を聞

いたとき、ただ一言「確かにそ

うだ」と、とても納得しました。

自分のことで考えてみると、若

い先生や普段適当な先生の言う

ことは聞き流してしまいがち

だったと思います。この先生な

ら何を言われても怖くない、こ

んな先生に注意されたくないと

いう思いがあったのは確かで

す。生徒とうまくコミュニケー

ションを取ることと馴れ合って

しまうことの境界線は曖昧で難

しいと感じました。

　 今 回 の 実 習 で

は、文化祭と体育

祭を経験すること

が出来ました。体

育祭では、長縄の

練習を通じて、ク

ラスがまとまった

り対立したりする

様子を間近で見て

きました。口を出さず自分達で

解決するのを待ち、少しずつ皆

が成長していることを実感でき

ました。私が担当させていただ

いた 1 年 6 組は国際科で 3 年

間クラスが変わりません。もっ

と絆を深めていってほしいと本

気で思いました。最初の頃は生

徒と話す機会もなく、どうしよ

うと落ち込んだこともありまし

た。しかし、日が経つごとに話

し掛けてくれるようになり、ク

ラスの生徒達が「先生、先生」

と呼んでくれることをとても嬉

しく思い、彼らの言葉は私に

もっともっと頑張ろうと思わせ

てくれました。

　私が３週間の実習をすばらし

いものにできたのは指導担当の

先生を始めとする吉原高校の先

生方、16HR の生徒を始めとす

る吉原高校の全生徒、そして３

週間共に成長し合ってきた実習

生の皆さんのおかげです。毎日

のように掛けて下さる先生のあ

りがたいお言葉に、時に励まさ

れ時に落ち込み、とても刺激さ

れました。「100％生徒に合う

先生はいない。けど生徒は先生

の頑張りを見ている。頑張り次

第で受け入れてくれる。」まだ

まだ教師になるには未完成な部

分が多いですが、残された学生

生活の中で自分を磨いていきた

いと思います。

教育実習を終えて

英文学科４年　八木亜沙美

吉原高校 16HR の体育祭
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　2012 年６月 20 日（水）、本

学 2 号館にて英文学科・英文

学会共催前期講演会が開催され

ました。講師には、関西外国語

大 学 准 教 授 の Garr Reynolds

先 生 を お 招 き し、“Simplicity, 

engagement, and the art of 

21st-century presentation” と

いう演題で講演いただきました。

　講演会の冒頭、本学英文学科

の Hamish Gillies（ ヘ イ ミ ッ

シュ・ギリズ）先生より「プレ

ゼンテーションのエキスパート」

という紹介を受けた Reynolds

先生の講演は、いかに相手に分

かりやすく“伝える”かをテー

マに、聴く者を惹きつける斬新

なプレゼンテーションによって

進められました。突如スクリー

ンに映し出された「元気です

か？」という大きな文字と問い

かけにより、会場の雰囲気を一

瞬で和やかにし、まずいくつか

の独創的なプレゼンテーション

の例を紹介したうえで、話し手

と聴き手の両者にとって有意義

英文学科・英文学会共催　前期講演会講演会だより

講師紹介

講演では、より良いプレゼンを

するためには何が重要であるの

かということを知ることができ

ました。そして何より、そう

いった内容を先生ご自身が、今

回の講演で身をもって示されて

いたので、聞く側の学生として

も、よりイメージを掴みやす

かったと思います。その他にも

ワークショップを取り入れた先

生の講演は大変活気のあるもの

となり、あっという間に終了時

刻を迎えてしまいました。個人

的にはまだまだ先生から学びた

いことが多くありましたが、伝

授いただいたことを実践するこ

とが大切なのだと考えます。こ

の先、社会に出てからも大変役

に立つお話をしていただいた

Reynolds 先生には、遠方から

わざわざ足を運んでくださった

ことも含めまして大変感謝して

おります。ありがとうございま

した。

（英文学科 2 年　岡田健吾）

2012 年度英文学科・英文学会共催講演会

ガー・レイノルズ先生

「Simplicity, engagement, and 
the art of 21st-century presentation」

なプレゼンテーションを生み出

す方法を伝授してくださいまし

た。その内容を簡潔に示すと

① Variety（内容の充実）

② Doing（積極的な行動）

③ Get Close（壁を取り除く）

といったものです。たとえば①

では、よいプレゼン資料はシン

プルで要点がまとまっており、

ビジュアルを効果的に

取り入れる必要がある

こと。

② の Doing と は、 話

者が魅力的なスピーチ

をして聴き手に興味を

持たせることも重要で

すが、聴き手もそこか

ら自分自身で学びを深

めなくては意味がない

こと。

③に関しては“壁”つまりはメ

モやパソコン、教卓といったも

のを話し手は取り除き、聴く側

とアイコンタクトをとり、表情

もよく観察しながら話を進める

といったことなどです。今回の

Garr   Reyno l ds（ガー・レイノルズ）

　国際的ベストセラー『プレゼンテーショ

ン ZEN』の著者であり、デザイナー、ミュー

ジシャンとしても活躍中。2011 年には Say 

Media の「インターネットで最も影響力のあ

る声 100」に選出された。シリコンバレーの

アップル社での勤務を経て、現在は関西外国

語大学准教授。奈良県郊外で竹林に囲まれ暮

らしている。

講演会の様子

アクションも交えながら説明
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　2012年10月17日、フリー

ジャーナリストの安田純平さ

んを本学に迎え「シリアの反

政府運動と軍による掃討作戦

の実態」という演題で講演会

が開催されました。この講演

会は、社会学科専門科目「現

代世界と平和」のスピンオフ

として同講義を担当されてい

る佐伯奈津子先生（本学兼任

講師）のご協力のもと開催さ

れた特別講演会です。

　安田さんが本学で講師を担

当されるのは 2 回目で、前

回はイラクの戦争民営化と出

稼ぎ労働についてお話いただ

きました（2009 年度、地域

交流センター「暮らしと仕事」

部門）。今回は 2012 年 6 月

から 8 月にかけて敢行した

シリア取材についてお話をい

ただきました。

　安田さんはまず、反政府勢

力の視点から取材を行ったこ

とをお話されました。政府側

の作戦はインフラを壊し住民

を追い出すものであること、

反政府側により住民自治が行

われていること、反政府勢力

への支援が取り沙汰されてい

るが、事実無根の話であるこ

となどを述べられました。次

に 2012 年 8 月に本学卒業生

の山本美香さんがシリア取材

社会学科講演会講演会だより

講師紹介

活躍することを目指してほし

い。ネットで情報が手に入る

昨今だからこそ、自ら現場に

足を運び肌感覚で感じて考え

てほしい」とのメッセージを

送りました。

　今回の講演会では、安田さ

んがまさに足で稼いだ貴重な

お話を聴くことができまし

た。約2時間の講演を通じて、

シリアの騒乱で今も多くの人

が亡くなっていること、シリ

ア情勢と日本は決して無関係

ではないことを知り、各々の

日常にシリアを意識するきっ

かけになったと思います。

　最後になりますが、今回都

留へお越しくださった安田純

平さん、並びに講演会へのご

協力をいただいた佐伯奈津子

先生をはじめとして、講演会

に関わる全ての皆様に感謝い

たします。

（社会学科卒業生　松野公紀）

2012 年度社会学科講演会

安田純平先生

「シリアの反政府運動と軍による掃討作戦の実態
―フリージャーナリスト安田純平氏を講師に迎えて―」

中に銃撃を受け亡くなった事

件についてお話されました。

　自らがイラクで拘束された

経験と照らし合わせ、事件後

に日本国内で報じられた「反

政府勢力による陰謀」説には

無理があるとの見解を述べら

れました。さらにシリア情勢

が日本と無関係ではないこと

をお話されました。シリアの

情勢については、山本さんの

事件以後忘れられつつある

が、シリアは日本の石油の輸

入先であるアラブ諸国と近い

ことから、決して無関係では

ないこと、国際社会において

日本ができることをしていな

いことを述べられました。そ

して講演会の終わりには、参

加者へ向けて「外に目を向け

安田純平（やすだ　じゅんぺい）

1974 年生。1997 年に信濃毎日新聞へ入社し、

山小屋し尿処理問題や脳死肝移植問題などを

担当。2002 年に休暇を使ってアフガニスタ

ン、イラクを取材。2003 年に退社、フリー

ジャーナリストとなりイラクでの戦地取材開

始。2004 年、米軍爆撃のあったファルージャ

周辺を取材中に武装勢力によって拘束される。

2007 年から 2008 年には料理人としてイラク・

バグダッドの民間軍事会社に潜入、「戦争の民

営化」で世界中から貧しい人びとが集められ、出稼ぎ労働者として

働いている実態を明らかにした。著書に『ルポ戦場出稼ぎ労働者』（集

英社新書、2010 年）など。
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　昨年度は防災委員会を設置

し、学内の防災体制の整備を

図りましたが、今年は７月４

日（水）に全学的な防災訓練

（避難訓練）を実施いたしまし

た。訓練の内容としては、講

義中に県内を震源地とするマ

グニチュード７級の地震が発

生したことを想定し、各教室

から授業担当教員の指示のも

と、学生を避難場所であるグ

ラウンドへ安全かつ迅速に避

難させるというものです。

　当日の訓練では本部棟２階

に対策本部を設置し、30 講

義中の 1,500 名以上の学生

に対して、緊急放送や建物か

らの避難指示などを行いまし

た。20 分ほどで全ての学生

を安全にグラウンドに避難さ

せることができましたが、実

施後のアンケートでは、「一

部の建物では放送が聞こえな

かった」、「非常階段などが狭

い」など改善すべき点も判明

しました。

学内で防災訓練を実施

　今年の夏季オープンキャン

パスは、7 月 21 日（土）に

開催いたしました。主要なイ

ベントとしては、例年どおり

学科別説明会、大学概要説明

会（１・２年生向け）、学科

別特別講義、学生ガイドによ

るキャンパスツアー、個別相

談会（大学周辺・下宿情報含

む）、学食体験などを実施。

また、各部・サークル活動の

紹介、ミニコンサートなどで

は学生にも協力いただき、日

頃の練習の成果を披露し、参

加した高校生や保護者を楽し

ませてくれま

した。

　 参 加 者 は

年々増加して

おり、今年は

高 校 生 等 が

1,064 名、 保

護者等を含め

る と 約 1,850

名の方に来校

いただき過去

最高を記録し

ました。県外からの参加者の

方が多いのですが、年々、県

内からの参加者が増加する傾

向にあるよう

です。　

　今年は外部

か ら も お 弁

当・都留市の

お土産品を手

配（都留市ミ

ニ物産展）し、

都留市全体で

のおもてなし

感を演出しま

した。改善すべき点もありま

すが、参加された方からは「大

学の特色や進路、学ぶことな

どがわかった」、「先生と生徒

の距離が近いところに魅力を

感じた」、「個別相談で疑問点

が解消され、受験に向け勇気

づけられた」、「実際に訪れて

話を聞いたことで、大学や学

生の雰囲気が分かった」、「合

格してこの大学で学びたい」

などの感想が寄せられ好評の

うちに終了しました。

夏季オープンキャンパス報告

様々な資料も配布しました

説明会の様子

災害対策本部
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　10 月 31 日（木）に都の杜「うぐいすホール（大ホール）」

において、本学初等教育学科中井均教授が講師となり、都留市

消防職員・消防団・一般市民を対象とした防災講演会が開催さ

れました。

　当日は「自然災害から身を守るために―都留の自然災害危険

度―」と題し、各種の自然災害の種類やその原因、また、都留

市で起こりうる自然災害などについて、丁寧かつ詳しい説明が

されました。400 名近くの方が参加されましたが、「都留市で

最も注意するべきは火山灰」という説明や、市内の避難場所の

紹介などもあり、非常に役立つ講演会となりました。

都留市防災講演会

　６月23日（土）と24日（日）

の２日間、都留文科大学「鶴」

と高崎経済大学「鷹」におい

て、伝統の鶴鷹祭（総合体育

対抗戦）が開催されました。

会場は都留市と高崎市での隔

年開催としていますが、今年

は高崎市での決戦となるた

め、本学からはバス７台、総

勢 300 名を超える学生（９

名の教職員を含む）にて、昨

年の悔しさを晴らすべく『攻

～勝利への執念～』をスロー

ガンに掲げ、高崎経済大学へ

乗り込みました。一方の「鷹」

側も連覇を狙い、『覇～完全

なる勝利を～』のスローガン

のもと、16 種目（男女別の

種目もあり、実質 23 競技種

目）の対抗戦を行いました。

　開会式では伝統となってい

る両校の応援団によるエール

交換とともに、本学のモダン

ダンスサークルによるチア

リーディングが披露され、大

会に華を添えました。

　１日目はバスケットボー

ル、陸上競技、サッカーなど

14 競技が行なわれ、６対８

と本学のリードで折り返しま

した。２日

目にはバド

ミ ン ト ン、

卓球、準硬

式野球など

が行なわれ

ま し た が、

９競技中で

５勝を挙げ

たことによ

り、２日間

の総合では

本 学 の 13 勝 10 敗 と な り、

接戦の末に見事勝利しまし

た。（これで通算戦績は、本

学「鶴」の 21 勝、高崎経済

大学「鷹」の 16 勝、２分け）

　両大学の名誉と威信をかけ

て行なわれた「鶴鷹祭」、ス

ポーツを通じての交流の中に

も様々な感動的なドラマがあ

りました。そして、今回の勝

利により、本学の新たなる連

覇の幕が開かれました。

第 39 回　鶴鷹祭開催

第 39 回 成績表

表彰式

講演の様子
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　山梨県立美術館が主宰する

従来のワークショップ「新み

なび」が、今年度より『とび

だせ美術館！』にパワーアッ

プし、６月～８月の期間に全

７会場・10 回の各種企画が開

催されました。その企画の１

つとして、本学美術研究棟を

会場に、７月 15 日（日）の

午後１時 30 分～午後３時 30

分に『とびだせ美術館！「アー

ト巣箱をつくろう」』を実施

いたしました。本学の鳥原正

敏教授、北垣憲仁特任准教授、

舘山拓人特任准教授、及び中

村伸也笛吹市立春日居小学校

教諭が講師となり、参加し

た親子が巣箱に絵の具を使っ

て、自由に絵や模様を描きま

した。定員は 100 名の予定で

したが、当日はそれを大きく

上回る方にご参加いただき、

楽しそうに作品をつくりまし

た。なお、後日、それらの作

品は山梨県立美術館に展示さ

れ、多くの皆さんに見ていた

だきました。

とびだせ美術館！

「アート巣箱をつくろう」の実施

　本学の合唱団は、10 月に山梨県甲府市のコラニー文化ホールで行なわれた「第 67

回 関東合唱コンクール大学部門」において、金賞を受賞（優勝）しました。その結

果 11 月 24 日（土）に富山県で開催された「第 65 回 全日本合唱コンクール全国大会」

への出場が決定し、「全国大会で 5 年連続の演奏」という機会を得ることができました。

来年からカテゴリー変更があり、今回が大学部門としての最後の年となるため、顧問

の清水雅彦教授をはじめ部員の皆さんの大会にかける想いは熱く、これまで以上にひ

たむきな練習を重ねてきました。

　日々の真摯な態度、気持ちが 1 つとなった素晴らしいハーモニー。今回の全国大

会においても、みごと金賞を受賞いたしました。この受賞により全国大会でも 4 年

連続の金賞となり、今年度卒業する部員にとっても有終の美を飾ることができました。

　文大合唱団は、これからも深い祈りと想いを込めて歌い続けます。

都留文科大学合唱団

5 年連続で全国大会出場

合唱団のメンバー 応援懸垂幕

当日の様子
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　11 月１日（木）から３日（土）

までの３日間にわたり、第 57

回桂川祭が多くの市民も参加す

るなか盛大に開催されました。

今年のメインテーマは『一祭合

祭（いっさいがっさい）』。この

テーマには、「人と人が力を合

わせることで無限大の可能性が

広がる。一人ひとりが持ち前の

力を発揮して輝ける学園祭にし

よう！」という意味が込められ

ています。開会式でのバルーン

リリースから始まり、学内の各

団体による模擬店や文化展、大

道芸人によるパフォーマンスや

お笑い芸人「サンドウィッチマ

ン」などによるライブが行なわ

れ会場は大いに盛り上がりまし

た。恒例の「学長と鍋ろう」では、

学生の作ってくれた美味しい鍋

を食べながら、加藤祐三学長並

びに高田副学長と多くの学生が

１時間ほど話し合いを行い、交

流を楽しみました。特に学長は、

美味しいので作り方を教わりた

いとも話していました。学生に

とっては、なかなか交流する機

会の少ない学長を身近に感じる

とともに、今後の人生において

役立つ話を聞くことができたの

ではないでしょうか。

　最終日の閉会式では、夜空に

華やかな花火が打ち上げられ、

多くの来場者の見守るなか３日

間の幕を閉じました。発表する

催し物の練習や、各種準備のた

め、多くの学生が連日遅くまで

一生懸命作業をしていました。

また、実行委員会のみなさん

が「ごみ減量計画」、「酒類監督

者である赤鉢巻部隊による見廻

り」など、様々な取り組み・工

夫をされたことで、ルールが守

られた楽しい時間を過ごすこと

ができました。来場いただいた

方を含め、全ての参加者の力を

合わせたことにより、今回の桂

川祭が輝ける楽しい学園祭とな

りました。まさに「一祭合祭」。

第 57 回桂川祭開催

《桂川祭を振り返って》

　本年度の第 57 回桂川祭は、11 月１日（木）から 11 月３日（土）の３日間で行われました。「一祭合

祭（いっさいがっさい）」をテーマに掲げ、当日は様々な企画を行い来場者の方々に楽しんで頂けたと思

います。実行委員のみならず大学関係者の皆様、地域の皆様、学生の皆様のご協力もありまして、無事に

終了することができました。この場をお借りしまして、厚くお礼を申し上げます。

第57回 桂川祭実行委員会　委員長　深澤　望

ステージや学生による模擬店で盛上り

看板 boy& 看板 girl de show!

開会式でのバルーンリリース

　本学の準硬式野球部は、新

関東大学準硬式野球連盟１部

リーグに所属していますが、

その春季リーグで見事準優勝

し、関東地区の代表（４校）

として、清瀬杯第 44 回全日

本大学選抜準硬式野球大会へ

出場しました。全国大会は

石川県において８月 18 日～

22 日の日程により、各地区

から勝ち残った 16 校で熱戦

が繰り広げられました。１回

戦では九州地区代表の長崎大

学を破り、２回戦へと駒を進

めましたが、愛知教育大学と

の接戦の末、今回は涙を飲む

こととなりました。

都留文科大学準硬式野球部

清瀬杯に出場
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　今年の市民公開講座は、「都

留市子ども教室」（小学校区

ごとに放課後や週末の子ども

のための安全・安心な居場所

を設け、様々な体験活動を行

う市の事業）と連携して、８

月から翌年の１月にかけ本学

の５名の教員が講師となり全

８回の講座を実施していま

す。講座会場も本学教室だけ

市民公開講座

文大だより

　平成 19 年度より山梨県内の大学・短期大

学とＮＰＯ法人「大学コンソーシアムやまな

し」の共催事業として、広く市民の方々に学

習機会を提供することを目的として、「県民

コミュニティカレッジ講座」を実施していま

す。今年度は 10 月と 11 月において、本学

英文学科のヘイミッシュ・ギリズ准教授が講

師となり、テーマを「イギリスの文化（British 

Culture）」として５回の講座を開催いたしま

した。今年はロンドンオリンピックでイギリ

スに注目が集まったこともあり、イギリス文

化に興味・関心のある参加者が会場の２号館

102 教室に集い、ワークショップの形式で講

座を楽しみました。

平成24年度　県民コミュニティカレッジ講座

でなく、教員が市内のコ

ミュニティーセンターへ

出向いて実施することも

ありました。いずれの講

座にも多くの子ど

もが参加し、目を

キラキラ輝かせな

がら楽しんでいま

した。市との連携

による市民公開講座

は今回が初めての試

みでしたが、参加した

子供たちやその保護

者並びに市の担当者

からは大変好評であり、次回

以降も続けてほしいとの声が

寄せられています。実施した

５講座は次のとおりです。

　「都留市は自然の博物館」北垣憲仁特任准教授（７月）、「音

楽を楽しもう」清水雅彦教授（８月）、「巨大絵本を使った

読み聞かせ」日向良和講師（８月～１月の全４回）、「葉脈

しおり」吉住典子名誉教授（８月）、「折り紙を使った算数」

寺川宏之教授（10 月）

第１回 イギリスの文化入門（10 月２日）、第２

回 イギリス英語を味わう（10 月 16 日）、第３回 

イギリスを食べる（10 月 30 日）、第４回 イギリ

スのシネマを視る（11 月 13 日）、第５回 イギリ

スを踊る（11 月 27 日）

吉住先生による「葉脈しおり」

清水先生による「音楽を楽しもう！」

講座の様子
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　７月１日から 29 日までの

土曜日又は日曜日（計６日間）

において、本学で全 11 講習

による教員免許状更新講習が

開催されました。今回で４年

目となりますが、実受講者数

は 239 名、延べ受講者数では

616 名の方の参加がありまし

た。受講者の中には本学卒業

生の方も多くおり、遠くは愛

知県から参加され、懐かしの

学び舎にて旧友と共に受講さ

れたようです。また、講習内

容についても大変好評でした。

　本学独自の夏季集中講座で

ある「現職教員教育講座」を、

山梨県教育センターの教職

10 年研修事業との併設講座

として、７月 26 日（木）と

27 日（金）の２日間におい

て開催したところ、多くの小・

中学校の先生方が参加されま

した。

　全体の講座テーマを「教師

の子ども理解と学習指導」と

し、子どもの思考や感情・感

覚に即した学習のあり方を探

り、特に授業において子ども

を支える学習指導のあり方を

深めることを追求した内容と

なりました。各講師のこれま

での体験談などを交えたケー

スメソッド、グループ討論に

加え、今回は身の回りにある

道具を用いて手軽に

でき、生徒の興味を

引く理科の実験の方

法などもご紹介しま

した。この講座には、

近隣都県からも多く

の参加者があり、教

育を考える場として

期待する声も多く寄

せられています。

現職教員教育講座

文大だより

■小学校教諭向け：「数学の基礎
としての算数」寺川宏之教
授、「国語科を中心とした言
語活動の充実～論理的な思
考力・表現力の育成のため
に～」鶴田清司教授、「自然
環境と自然災害をどのよう
に教えるか」坂田有紀子教
授、「感性を働かせて描いて
みよう！動いてみよう」【図
工】竹下勝雄教授、鳥原正
敏教授、舘山拓人特任准教
授【体育】柳 宏教授、「小
学校英語授業での楽しいア
クティビティー」ヘイミッ
シュ・ギリズ准教授

■中・高学校教諭向け：「現代日
本の政治・経済の課題」菊
池信輝准教授、村上研一准
教授、「デジタル教材の新し
い世界と情報モラル教育の
指導」杉本光司教授、「国語
教材の読みと授業づくり」
中村龍一非常勤講師、「子
ど も た ち の 心 と か か わ る
ために」筒井潤子准教授、

「Authentic Material と
Trivia による英語授業の活
性化」松土 清特任教授

■必須領域：「教育の最新事情」
佐藤隆教授、市原学准教授、
大島英樹非常勤講師

■ 26 日：「講座の趣旨について」
杉本光司教授、「子ども理解
と学習指導」山﨑隆夫非常
勤講師、「教科に関する研究
講座Ⅰ－子どもがわかる授
業を作る・理科－」平野耕
一准教授

■ 27 日：「学習意欲を引き出す
学びづくり－社会科教育を
通して－」田所恭介非常勤
講師、「英語指導法改善のた
めのヒント」松土 清特任教
授、「教科に関する研究講座
Ⅱ－子どもがわかる授業を
作る・国語－」鶴田清司教授

山﨑先生の講義

教員免許更新講座

バットを用いた実験（平野准教授）
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文大だより

　都留市では毎年９月１日に、城下町の秋を彩る「ふる

さと時代祭り」を開催しています。主な催し物は、地元

の生出（おいで）神社で行われてきた「八朔祭」であり、

その付祭としての大名行列や屋台巡行などがあげられま

す。大名行列には市内の小・中学生や多くの市民ととも

に、本学学生も参加し、奴（やっこ）姿の赤熊（しゃぐま）、

姫様、腰元、馬に乗った殿様、侍などに扮して、壮大な

時代絵巻を繰り広げます。今年は、本学の学生は腰元、

鷹匠、侍、奴として参加しました。特に留学生にとって

は、貴重な体験となったのではないでしょうか。

都留市「ふるさと時代祭り」

への参加

　平成 24 年 10 月 12 日（金）

に、外務省のアジア大洋州地

域及び北米地域との青少年交

流事業（キズナ強化プロジェ

クト）の一環として、青年

海外協力隊（JOCA）のコー

ディネートにより本学にバヌ

アツの大学生 23 名とパラオ

の高校生 23 名の計 46 名が

見学に訪れました。一行が本

学学食を利用して昼食をとっ

た後、大会議室にて本学の概

要説明を行いました。両国と

も英語が公用語となっている

ため、JOCA の

コ ー デ ィ ネ ー

ターによる通訳

での説明となり

ました。次に、

社会学科高田研

教授の授業であ

る「森のようち

えん」に体験参

加し、本学学生

に よ る サ ポ ー

トのなか、園児による「能」

を見学したり、バヌアツ・パ

ラオの踊りや遊びなどを教え

たり交流を図りました。園児

が日本の伝統芸能である「能」

を演じたことには、とても驚

いていました。その後は学生

にできる「防災対策・災害支

援への取組み」について、本

学学生による取組みの発表を

含め、各国における活動や支

援体制などの報告を行うこと

で、さらに情報交換及び交流

を深めました。

　なお、一行が無事に帰国

した後に、JOCA のコーディ

ネーターからは見学のお礼と

ともにパラオ、バヌアツの両

学生が「本学での交流体験が

とても楽しく印象に残り、本

学に留学してみたい」と話し

ていたとのうれしい報告を受

けました。

キズナプロジェクトにより

バヌアツ、パラオの学生が本学を見学

本学の概要を説明

留学生も参加

パラオ、バヌアツの学生と本学学生と

森のようちえん参加の園児

パラオの踊りを伝授
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文大だより

　平成 25 年度から既存の交換留

学制度に加え、新たに韓国外国語

大学校と交換留学プログラムをス

タートさせます。この交換留学を

通して生きた韓国語を学び、韓国

の文化と歴史への理解を深め、豊

かな国際感覚を身につけましょ

う。

交換留学プログラム

　「交換留学プログラム」とは、

１年間本学から交換留学生とし

て、派遣先大学（海外の大学）へ

派遣するプログラムであり、学費

を本学に通常とおり納めることに

より、派遣先大学に支払う必要は

ありません。また、留学している

１年間において派遣先大学で取得

した単位も、本学の卒業単位とし

て認定されますので、留学により

学年が遅れることもありません

（但し、派遣時の学年、派遣時に

おける単位取得状況、学科によっ

ては４年間で卒業できない場合も

あります )。年間に派遣する人数

は２名程度で、第１回目の派遣は

平成 25 年度から予定しています

（本学学生で韓国語学習歴が１年

以上であることが条件）。

韓国外国語大学校について

　1954 年にソウル特別市東大門区

に創立した外国語大学で、45 の言

語について外国語学科が設置され

ており、韓国でもっとも多様な言

語を教育・研究する機関の 1 つで

す。韓国内の人文系の大学として

はトップ５に入る有名私立大学で

あり、近代的な設備が整ったソウ

ル市内のキャンパスには、世界各

国から多くの留学生が集います。

詳しくは国際交流室にお問い合わ

せください。

韓国外国語大学校との

交換留学プログラムを新たに開始！

　私たちは 9 月 11 日から 25 日

にかけて「日独学生青年リーダー

交流事業」に参加してきました。

この事業は独立行政法人国立青少

年教育振興機構とドイツの「日独

ベルリンセンター」が共同で企画、

実施しているものです。次世代の

社会を担う若者のリーダーの素質

を高め、社会参画する人を育てる

ことを目的としています。

　私たちはドイツの旧東ドイツ地

域であるベルリンと、ドレスデン

に 1 週間ずつ滞在し、計 2 週間

ドイツでの研修旅行を過ごしまし

た。ドイツで訪問したボランティ

ア団体は、ラーベンスブリュック

強制収容所、児童連合（若者が企

画・運営するボランティア団体）、

マライケ（低所得者が多く暮ら

す地域での学童保育）、また、ト

ルコ系移民が多く通う小学校など

様々な団体の方にお話を聞きまし

た。

　特に印象深かったのは、ドイツ

の若者とのディスカッションで

す。ドイツの学校教育は自分の意

見を伝えること、批判的意識を持

つことを大切にしています。その

ことが、発言の意欲にも、社会参

画への行動力にもつながっている

と感じました。

　最後に、教員志望の人が多い本

学の皆さんに伝えたいことがあり

ます。それは、「ドイツでの教育

は多様である」ということです。

教育を担っているのは学校だけで

はなく、ボランティアが子どもの

豊かな視野、経験に貢献していま

す。学校側が、ボランティア団体

へ教育の参加を促し、現在の社会

を疑問視できる多様な知識をワー

クショップ形式で楽しく行ってい

ました。また、ドイツの若者との

ディスカッションで感じたのは、

歴史教育における「加害者」意識

の高さです。「加害者」である認

識が高いことが、ＥＵにあらわれ

るように過去に被害を受けた国と

の友好につながっていると思いま

す。ドイツの周辺諸国との関係の

築き方から、今日の日本が学ぶべ

きことが多くあると感じました。

　ドイツの若者とのディスカッ

ションや、様々なボランティア団

体の話を伺う機会はとても貴重な

ものでした。来年もあるので、是

非みなさんも参加してみてくださ

い！

社会学科　　　　　　　

環境コミュ二ティ創造専攻

４年　佐藤　結生

比較文化学科　　　　　

３年　茂木理穂子

ドイツの若者と交流して

茂木理穂子さん（左）と佐藤結生さん（右）

交流パーティーの様子



都留文科大学報２０１２年１２月６日

— 24 —
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　平成 16 ～ 22 年度の就職状況

データから、平成 20 年（2008 年）

のリーマン・ショック以降の２年

間で、本学の就職状況が著しく悪

化していることがわかりました。

特に企業志望者の就職決定率（対

卒業生数比）の落ち込みは、その

時点での過去７年間で最大となっ

ていました。このような状況を受

け、平成 23 年５月 25 日、キャ

リアセンター改組委員会（プロ

ジェクト D) が開設され、様々な

角度から状況改善に向けた検討が

開始されました。

　学生の就職活動をさらに支援す

るため、キャリア・サポート室の

内容的充実とともに、学生のニー

ズに応えられるような、より活用

しやすい体制の整備・サービスの

向上を行う必要がありました。そ

して、アドバイザー等の人事配置

（増員）からはじまり、セミナー

や講座などの内容・形態とその提

供方法、施設の整備・充実、そし

てそれらを実現するために必要な

予算などについて検討を重ねた結

果、キャリアサポート室をキャリ

ア支援センターとしてリニューア

ルすることになりました。

　今回のリニューアルにおいて、

基本となるコンセプトは、まずは

「入ってみようかな？」という気

になる空間づくりでした。そこに

入ると、明るいゆったりとした雰

囲気の空間が広がり、自分の疑問

や不安について相談できる人がい

て、そこを出るときには「また来

たい！」という気になる、そのよ

うな空間を学生に提供することが

最も意識した点でした。

　平成 24 年４月１日、正式に

「キャリア支援センター」として

発足し、企業担当アドバイザーの

採用をはじめ、いくつかの新規事

業に着手しています。そして、本

年８月 14 日に着工し、９月 31

日に無事に工事が完了し、10 月

１日から稼働を開始しました。10

月 22 日には、西室陽一理事長、

加藤祐三学長、高田理孝副学長兼

キャリア支援センター長をお迎え

し、キャリア支援センター・リ

ニューアルオープン記念式典を開

催しました。さらに、10 月 26 日

には本学国文学科卒業生である関

西テレビ常務取締役の宮前周司氏

を講師としてお迎えし、リニュー

アル記念講演も行いました。

　今回の改修により、既存の壁を

取り除いてワンフロアーとし、窓

も透明なガラスに取り替

え、明るい雰囲気の広々

とした空間になりました。

その中にはフリースペー

スがあり、大型モニター

を用いて過去のセミナー・

講座の様子やこれからの

事業の情報を見ることが

でき、加えて無料給茶機も

設置したことから、学生の

皆さんが集まり情報交換

の場にもなるのではないかと期待

をしています。（お茶を飲みなが

ら新しい情報をチェックしたり、

友だちとのおしゃべりを楽しんだ

り、カフェのように利用すること

もできます。） 

　今回のリニューアルオープンを

迎えるため、多くの方々にご協力

を頂きました。スタッフ一同、改

めてお礼を申し上げます。キャリ

ア支援センターは新しく生まれ変

わりましたが、多くの検討課題が

残されており、現在もそれらに取

り組んでいます。学生の皆さんに

は「都留文科大学の学生でよかっ

た」と思ってもらえるように、こ

れからも皆さんのキャリア形成を

応援していきます。

キャリア支援センターが　

　リニューアルオープン

就職委員会委員長　寺川宏之

リニューアル後のセンター内

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

卒業者数 A 629 675 642 683 667 717 761

就職希望者数 B 520 516 490 521 511 530 593

就職決定者数 C 430 488 467 492 459 437 544

大学院等進学者数 D 35 44 47 53 53 51 57

就職率 C/B × 100 82.69 94.57 95.31 94.43 89.82 82.45 91.74 

進路決定率 (C+D)/A × 100 73.93 78.81 80.06 79.80 76.76 68.06 78.98 

内　　　　　訳

　企　 業 260 315 309 315 252 217 297

　教 　員 135 136 138 153 169 176 193

　公務員 29 37 20 24 38 44 54

前回の学報第 119 号の P15 ページに掲載した就職関係データについて、「調査中」

であった数値やその後に変動した数値が確定しましたので、改めて紹介いたします。

平成 17 ～ 23 年度における就職関係データ
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　平成 24 年 11 月７日（木）

に都留市内にある宝小学校の

６年生 18 名が、小学校の「総

合的な学習の時間」を利用し

て本学を訪れ、留学生との交

流や特別講義などを受けまし

た。

　当日は、11 時 30 分頃に

到着し、本学の学食を利用し

て少し早めの昼食をとりまし

た。学食利用は初めての体験

だと思いますが、皆さん美味

しそうに食べていました。午

後は３号館の多目的ホールに

おいて、６名の留学生との交

流を楽しみました。６年生は

４つの班に分かれ、各班の担

当となった留学生に対し「好

きな日本の食べ物は何です

か？」など、事前に考えてき

た質問をゆっくりとした日本

語で尋ねていました。初めの

うちは緊張しているようでし

たが、留学生が丁寧に応えて

くれたので、時間が経つとと

もに打ち解け楽しそうにコ

ミュニケーションをとれる様

になりました。その後は、本

学職員でありオリンピック選

手の佐野夢加さんを講師とし

て、「夢・希望・勇気～ロン

ドン五輪を目指して～」とい

う特別講義を受け、夢を持つ

ことの大切さなどについて学

びました。

宝小学校６年生による本学見学

　山梨県のご当地ヒーローで

ある「甲州戦記サクライザー」

が、平成 24 年６月２日（土）

に本校を訪れ、悪の組織から

学生を救ってくれました。

　サクライザーとは山梨県花

の「富士桜」をイメージして

作られ、県内を舞台に活躍す

る特撮ヒーローです。県内の

全 27 市区町村を巡りながら、

地元の名所や美しい自然並び

に地元の人がヒロイン役とし

て登場する工夫などから、既

に第３シリーズの放送を終え、

第４シリーズの放送も決定し

ているほど人気がありま

す。

都留市での撮影は、前

回 の リ ニ ア 見 学 セ ン

ターに続き、２回目と

なりますが、今回は第

３シリーズの第 11 話と

して、本校を舞台に撮

影されました。タイト

ルはずばり本学学訓の「菁莪

育才」。教員養成系の大学と

して名高い「本学の学生が、

悪の一味の教育係として連れ

去られそうになるところを助

けられる」という内容でした。

ヒロイン役としてモダンダン

スサークル（M.D.C.）の皆さ

んに協力いただき、その熱演

により作品に華を添えていた

だきました。

　なお、この模様は YBS に

て 9 月 16 日（日）に放送さ

れました。

サクライザーが来校　M.D.C. を救う！

ご当地ヒーロー“サクライザー”

M.D.C. とサクライザー

特別講師の佐野先生との記念写真

留学生のお姉さん、　　

お兄さんと勉強しました
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　10 月 15 日（月）から 26

日（金）まで【水曜日、土曜日、

日曜日を除く】の 8 日間に

わたり、秋季オープンキャン

パスを開催しました。主な内

容として、例年どおり公開授

業（90 分）への参加、個別

相談会、キャンパスツアー、

学食体験などを実施。キャン

パスツアーへ参加した高校

生等が延べ 139 名、公開授

業への参加者が延べ 411 名

と昨年の約 1.5 倍に増加しま

した。県内か

らの参加者は

74 名 と 増 加

しております

が、秋季オー

プンキャンパ

スでも県外か

らの参加者の

方が多くなっ

ています。

　今年のキャ

ンパスツアー

でも本学学生がガイド役とな

り、保護者も

含む参加者に

対しキャンパ

ス及び施設な

ど を 約 50 分

かけて丁寧に

説 明 し ま し

た。

　ツアー参加

者からは、「先

輩に直に質問

できたので良

かった」、「大学案内に載って

いないことも聞けて良かっ

た」、「案内がわかり易く、大

学の様子が良くわかった」な

ど大変好評でした。また、公

開授業を受講した学生から

も、「実際の授業を受講でき

て、入学意欲が高まった」、「少

人数での授業で、意見の交換

も多く充実していた」、「大学

生の集中力が高く、良い環境

で勉強できると思った」など

の感想が寄せられました。

秋季オープンキャンパス

　９月 26 日（水）本部棟３階大会議室にお

いて、平成 24 年度前期修了卒業証書の授与

式が執り行われました。今年は８名の学部卒

業者のうち、５名が出席しました。

　当日は、担当教員を含め多くの教職員の暖

かい眼差しに見守られるなか、加藤祐三学長

より１人ひとりに卒業証書が授与されまし

た。卒業証書の授与後には、学長から本学の

学章が表す意味や激励・お祝いの言葉が送ら

れました。

前期修了者卒業式

学長からの激励

キャンパスツアーで施設見学

附属図書館も見学
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　平成 24 年 8 月 20 日（月）、

本 学 英 文 学 科 の 卒 業 生 で

ジャーナリストの山本美香さ

んが、シリアのアレッポでの

取材中に亡くなられたとの突

然の悲報を受けました。長年、

世界の紛争地から女性や子供

など立場の弱い人々の目線か

ら、自分の目で確かめ、耳で

聞き、触ってみたことの証言

者となり、世界中に伝える

ジャーナリストとして、「平

和の尊さ」を発信し続けてき

ました。

　本学においても教養科目の

「キャリア形成論」に過去２

回ほどゲスト講師として、世

界中の紛争地帯を取材した経

験をもとに、世界平和と相互

理解を願う彼女の熱い想いを

学生に伝えていただきまし

た。また、本学の大学案内

（2005 年・2006 年版）では、

活躍する卒業生としてもご協

力いただきました。

　山本さんは都留市出身とい

うこともあり、都留市長が実

行委員会の会長となり 10 月

4 日（木）に「美香さんのメッ

セージを未来へ　～故 山本美

香さんを偲ぶ会～」がうぐい

すホールで開催されました。

市からも、これまでの功績・

様々な分野での貢献を称え、

第１号の市民栄誉賞が贈られ

ました。

　ご冥福をお祈りするととも

に、彼女が残した多大なる功

績が、彼女が望んだであろう

世界平和の実現のために生か

されることを強く願います。

山本美香さんを偲んで

　市内にある県立谷村高校と

県立桂高校について、山梨県

は平成 26 年度に両校を統合

再編し、現在の谷村高校の敷

地へ新たな高校を開校する考

えを示しました。それに伴い、

都留市では桂高校の跡地につ

いて、有識者会議の提言など

も受け、「今後も地域に貢献

できる看護師養成系高等教育

機関（以下「看護系学校」）

として利活用することに取組

む」と公表しました。その看

護系学校の開設方法案として

は、都留市での開設（直営方

式、公設民営方式、誘致方式）

による設置形態に加え、本学

設置団体である公立大学法人

都留文科大学（以下「本法人」）

による設置（新大学、学部再

編など）の可能性の検討要請

を受けました。本法人では

様々な調査・分析・検討を

行ったうえで、平成 24 年７

月末に都留市に対して「理事

長・学長の強いリーダーシッ

プの下で、これからも『教員

養成系大学』として魅力あふ

れる大学づくりに取り組む」

との報告を行いました。その

後、都留市では各開設方法の

メリット・デメリットを含め

た様々な条件の比較検討を

行った末、「誘致方式」が最

適解であるとの最終判断を示

し、看護系大学等誘致事業の

事業候補者の募集を開始して

おり、平成 25 年３月に決定

される予定です。

県立桂高等学校跡地の

利活用問題について

山本美香さんを偲ぶ会

卒業論文一覧・比較文化学科 正 誤

分田順子ゼミ 34 頁
佐藤央騎　ギャングスタ・ラップは白人

のライフスタイルをどう変えたか　―
５０ＣＥＮＴの影響を中心に―

佐藤英騎　ギャングスタ・ラップは白人
のライフスタイルをどう変えたか　―
５０ＣＥＮＴの影響を中心に―

都留文科大学報第 118 号に掲載した卒業論文一覧・比較文化学科に誤りがございましたので、訂正するととも

にお詫び申し上げます。

お詫びと訂正



都留文科大学報 第 120 号

都留文科大学広報委員会 鳥原正敏（委員長）・日向良和（副委員長）・坂田有紀子・楠元六男・鷲　直仁・前田昭彦・水野光朗　
福田誠治（担当副学長）・谷内治彦（経営企画室）・程原誠二（情報センター）・小俣昌寛（総務企画担当）

　英国王室、ビッグベン、テムズ川、大英博物館、ダブルデッカー（2

階建てバス）、チューブ（地下鉄）、ロンドンブリッジなど、数多く

の有名な施設・観光地を有するイギリスのロンドン。

このロンドンにおいて、平成 24 年 7 月から 8 月にかけて世界中が注

目するロンドンオリンピック大会が開催されました。そして、このロ

ンドンオリンピックでは、本学の麻場教授がコーチとして率いる日

本陸上女子４× 100m リレーチームが、厳しい予選を勝ち抜き東京

オリンピック以来 48 年ぶりとなる出場権を勝ち取りました。さらに、

本学職員の佐野夢加さんが日本代表選手となり、この夢舞台にアン

カーとして出場し、陸上選手としての夢を叶えました。この快挙を

応援するため、佐野選手と土井選手（現役高校生で日本代表）の応援団一行はフランクフルトを経由し、

約 9 時間かけてロンドンに乗り込みました。大会期間中はオリンピック一色となり、ロンドンの有名

な観光施設には公式キャラクターの「ウェンロック」像が様々な格好で登場し盛上げていました。もと

もとヨーロッパでは陸上競技の人気が高いうえに、オリンピックということから、8 万人収容できるス

タジアムは世界中からの観客で超満員。曇りがちの日が多いといわれるイギリスですが、レース当日は

快晴で強い日差しがスタジアム内に射し込み、その熱気が国旗を掲げて自国選手に声援を送る観客達を

さらに熱狂させているようでした。そして、今大会注目選手

の 1 人であるジャマイカのウサイン・ボルト選手（短距離走）

が、100m、200m、４× 100 ｍリレーで金メダルを獲得す

ると会場のボルテージは最高潮となりました。

　イギリスと日本との時差は約 9 時間あるため、陸上女子４

× 100m リレーは日本では早朝 3 時頃のライブ中継となりま

した。しかし、当日は陸上部をはじめとして約 80 名の大応

援団が、本学 3 号館ホールに集まりモニター越しに大声援を

送りました。残念ながら日本チームは決勝に進むことはでき

ませんでしたが、その健闘に日本中が勇気をもらいました。

ロンドン

オリンピック観戦記

小俣昌寛

本 ぶんだい堂

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
も
う「
学
力
」の
先
を
行
っ
て
い
る

人
生
に
つ
な
が
る
コ
ン
ピ
テ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
の
教
育

福田誠治／著
2012 年 10 月
亜紀書房出版　1,600 円 + 税

◇ふくたせいじ　比較文化学科教授

甲
斐
　
万
葉
の
歌
譜

鈴木武晴／著
2012 年 9 月
山梨日日新聞社出版　1,800 円 + 税

◇すずきたけはる　国文学科教授

幕
末
外
交
と
開
国

加藤祐三／著
2012 年 9 月
講談社出版　920 円 + 税

◇かとうゆうぞう　学長

編 集 後 記

August ,  2012　London


